
表－２０ 各無償プロジェクトで期待された効果･社会的インパクト 

事業名* 目的 効果 
ﾁｭﾙｲﾁｮﾝﾊﾞｰ

橋復旧 
・ 落橋区間 265ｍ・残存

橋梁・土工部の復旧に

よる橋梁機能の回復 

* ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝと国道 6 号線・7 号線間の交通確保 
* ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ・ﾄﾝﾚｻｯﾌﾟ左岸の開発促進 
* ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ港活性化 
* 水道・電気・電話橋梁の添架による地域住民の生活向上 
* 雇用機会の提供（特に帰還兵） 
* 社会の安定化 

6A 号線復旧 ・ ﾁｭﾙｲﾁｮﾝﾊﾞｰ橋－6 号

線との交差点（44Km）

区間の復旧 
 

* 6 号線のフェリー渡河に伴う交通障害の除去 
* 迂回による経済的損失の解消による経済復興 
* 陸路によるﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝと北部 9 州との円滑な物資輸送・人の移動 
* 沿道地区の土地利用ポテンシャルの向上と雇用機会の増大 
* 農村への帰還住民の生活安定 
* アクセス改善・交通費用の減少による農業生産の促進 

6 号・7 号線

修復 
・ 6A号線終点－ｺﾝﾎﾟﾝﾁ

ｬﾑ（73Km）区間の 
修復 

・ 2.2kｍのパイパス新

設（メコン橋西側） 

* ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝと東北部地方とその中心であるｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑとの道路輸送に  

おける連結の強化 
* ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州住民の通年通行確保・走行時間短縮による流通の円滑化

* 沿道住民の生活改善 
* 道路建設センターの機材・人材の有効活用 
* 大メコン圏開発構想での運輸交通網整備の一環としての地域内交

流の活発化、産業育成・農業の活性化、地域内の均衡のとれた持続

的な発展 
メコン架橋 
建設 

・ 1,360m 長の道路橋 
建設 

・ 2.2km の接続道路建

設 

* フェリーによる横断時間の節減 
* メコン河で分断されている道路セクターの拡充 
* 東北部地方の農業の活性化と農業生産物の市場経済化 
* 国内の南北を縦貫する陸上輸送の強化 
* カンボジアとラオスの経済的結合の促進 

7 号線 
ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ 
区間改修 

・ メコン河東岸－11 号

線との交差点   

（約 11.5km）区間の

道路区間の改修 
・ 2 橋の改修 

* メコン橋開通後の交通量増加への対応 
* 洪水に対する安全な交通の確保 
* 走行時間の短縮 
* メコン河東岸の開発促進 
* 国内の南北幹線道路の強化 
* ｺﾝﾎﾟﾝﾁｬﾑ州の農業発展 
* インドシナ半島中心部の南北縦断道路の強化 

6A 号線橋梁 ・ 3 橋 (橋長計 300m)の 
架替 

・ 1.2 Km の取付道路 
建設 

* 道路機能の確保 
* 洪水時の安全な交通確保、避難場所確保 
* 地域経済の活性化 
* 道路から河川下流部の安定的土地利用 
* 国内物流の促進 

6 号線 
ｼｱﾑﾘｱｯﾌﾟ 
区間改善 

・ ｼｱﾑﾘｱｯﾌﾟ－ﾛﾘｭｵｽ

（17.5Km）区間の改

善 

* 走行時間短縮、快適性・安全性向上、輸送コスト軽減 
* 輸送力増大・安定性確保 
* 維持修繕コストの軽減 
* 道路冠水の減少 
* ﾛﾘｭｵｽ遺跡群へのアクセス向上による観光客数増加、観光業振興 
* 住民の利便性向上（学校・病院等公共施設へのアクセス向上、救急

車・消防車等の迅速な到着） 
* 環境保全（塵埃・泥水流出の減少） 

道路建設 
センター 
改善 

・ 修理工場既存施設の 

改善、機材の増強 
・ 現有道路建設機材の

増強 
・ 実習室設置 

* 首都圏を中心とする主要国道等 600Km の復旧・維持管理 
* 道路復旧事業実施の中枢機能の確立と将来導入される建設機械の

修理 
* 継続した維持修繕による道路復旧事業の早期実現 
* 首都圏と地方部とのアクセスの確立 
* 首都圏と主要農業生産地とのアクセスの確立（生産物・生産財の輸



事業名* 目的 効果 
送の円滑化）と経済活動活性化 

* 職業訓練教育 
* 地方住民の医療・教育等の社会サービスへのアクセス向上 
* 輸送コスト軽減による諸物価の安定 
* 社会不安の解消 
* 難民の農村定住促進 

（注：*事業名は略称） 


